
俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

一
般
社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を

重
ね
て
、第
百
八
十
六
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
九
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                      

第
百
八
十
六
回 

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
五
日(

月) 

兼
題 

「
初
句
会
」「
鏡
餅
」「
雪
晴
」「
粕
汁
」 

句
座 

「
喜
久
屋 

駒
井
」
京
都
市
東
山
区
川
端
通
松
原
上
る 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

 

 

          

✧ 

  

や
れ
う
れ
し
句と

友も

と
御
神
酒

お

さ

け

と
初
句
会 

初
句
会
み
ん
な
の
笑
顔
の
そ
ろ
い
踏
み 

鏡
餅
醍
醐
で
争
う
怪
力
を 

束
の
間
か
雪
晴
れ
の
間
空
の
青 

初
弘
法
外
人
客
が
買
う
古
着 

粕
汁
や
湯
気
の
向
こ
う
に
妻
の
愛 

初
句
会
お
ち
ょ
こ
片
手
に
想そ

う

を
練
る 

人
生
を
重
ね
て
嬉
し
か
が
み
餅 

玄
関
に
ど
つ
か
り
座
る
鏡
餅 

老
妻
と
重
ね
し
年
に
か
が
み
餅 

洋
風
の
お
せ
ち
料
理
が
は
ば
き
か
せ 

酒
に
目
が
兼
題
無
視
の
初
句
会 

 
紫
峰 

進
藤 

巽 野
一 

陵
南 

進
藤 

巽 紫
峰 

野
一 

紫
峰 

佐
伯 

宮
本 

✧･･･

最
多
得
票
句
を
示
し
て
い
ま
す
。 

            

鴨
川
に
友
の
笑
顔
と
初
句
会 

雪
晴
や
散
歩
の
景
色
が
二
割
増
し 

雪
晴
の
比
叡
を
望
む
京
の
街 

リ
フ
ォ
ー
ム
し
飾
る
場
所
な
し
鏡
餅 

粕
汁
の
美
味
さ
ほ
ろ
酔
う
母
の
味 

粕
汁
の
湯
気
の
向
こ
う
に
赤
い
顔 

床
の
間
の
樹
脂
で
で
き
た
る
鏡
餅 

初
場
所
の
清
め
の
塩
が
高
く
舞
い 

賀
茂
川
が
右
窓
に
見
え
初
句
会 

雪
晴
れ
て
し
ろ
き
ま
ぶ
し
さ
目
を
閉
じ
る 

初
句
会
頭
ひ
ね
る
あ
と
一
句 

粕
汁
の
お
代
わ
り
重
ね
ほ
ろ
酔
い
に 

紫
峰 

進
藤 

巽 宮
本 

野
一 

桜
井 

進
藤 

陵
南 

野
一 

宮
本 

桜
井 

巽 

平成28年1月25日「喜久屋 駒井」にて 

同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 



 

追
記 

世
話
人 

山
科
爽
風
が
忙
し
さ
に
か
ま
け
、
昨
年
は 

一
度
し
か
句
会
を
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
皆

様
に
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
年
は
せ
め
て

三
度
ば
か
り
開
催
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
楽
し
い
句
会

に
な
り
ま
す
よ
う
、
小
野
代
表
世
話
人
様
の
ご
指
導
の

下
、
努
力
致
し
ま
す
。 

吟
行
、
句
坐
で
は
先
輩
や
他
の
会
員
が
わ
か
り
や
す

く
、
時
に
厳
し
く
論
評
し
て
下
さ
い
ま
す
。
句
坐
は 

 

い
つ
も
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
方
で
も 

す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
回
を
追
う
度
に
上
達
が
実
感
で
き

ま
す
。
と
て
も
い
い
頭
の
体
操
で
す
。 

俳
句
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
あ
な

た
も
、
是
非
ご
入
会
下
さ
い
。 

 

評
よ
り
も 

票
の
気
に
な
る 

初
句
会 (

爽
風
） 

※
凡
人
の
心
境
を
読
み
ま
し
た
。  

山
科 

爽
風 

         

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正 

会 

員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

㈱
昭
和
電
工
社 

 
 
 

進
藤 

久
和 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 
 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 
 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

 

 
 

特
別
参
加 

三
木 

一
義
（
窓
外
） 

  
 

投 
 

句 
巽 

 
信
吾
（
事
務
局 

元
職
員
） 

桜
井 
舞
子
（
事
務
局 

元
職
員
） 

  

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

平
成
二
十
九
年
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
会
広
報
誌 

第
六
十
三
号
掲
載 

 
 



俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

一
般
社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を

重
ね
て
、第
百
八
十
八
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
七
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                      

第
百
八
十
七
回 

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日(

月) 

兼
題 

「
初
句
会
」「
余
寒
」「
梅
見
（
観
梅
）」 

「
雪
囲
い
」「
春
眠
」 

句
座 

「
喜
久
屋 

駒
井
」
京
都
市
東
山
区
川
端
通
松
原
上
る 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

 

          

✧ 

明
け
て
よ
り
心
待
ち
に
し
初
句
会 

墓
参
り
誰
が
た
む
け
た
梅
一
輪 

 

雪
囲
い
藁
の
香
り
に
増
す
ぬ
く
み 

余
寒
の
頃
熱
燗
か
さ
ね
て
過
ぎ
ゆ
く 

い
ざ
な
う
は
電
車
の
揺
れ
か
春
眠
か 

人
気
な
き
庭
に
紅
梅
三
分
咲
き 

い
そ
い
そ
と
余
生
を
貰
ひ
て
初
句
会 

鴨
川
に
並
ぶ
姿
に
余
寒
な
し 

春
眠
や
二
度
の
夢
見
に
浸
り
け
り 

マ
フ
ラ
ー
を
手
離
し
か
ね
る
余
寒
か
な 

梅
香
る
情
緒
消
し
去
る
外
国
語 

紫
峰 

佐
伯 

野
一 

佐
伯 

桜
井 

陵
南 

陵
南 

桜
井 

野
一 

陵
南 

爽
風 

✧･･･

最
多
得
票
句
を
示
し
て
い
ま
す
。 

✧ ✧ 

            

辛
口
の
先
輩
逝
き
て
初
句
会 

 

投
句
し
て
思
い
を
馳
せ
る
初
句
会 

杖
つ
き
つ
公
園
の
道
梅
ひ
ら
く 

花
の
下
寒
さ
こ
ら
え
て
梅
見
酒 

加
茂
の
辺
に
久
し
き
句
友
と
初
句
会 

寒
梅
の
ほ
の
か
な
香
り
鳥
集
う 

余
寒
に
も
確
か
な
動
き
朝
の
峡 

春
眠
と
言
い
訳
け
し
て
は
フ
ト
ン
中 

よ
き
友
と
美
酒
を
楽
し
む
初
句
会 

厳
寒
を
健
気
に
耐
え
し
梅
見
か
な 

喜
寿
の
友
駄
句
誉
め
合
う
か
初
句
会 

雪
囲
い
背
中
合
わ
せ
の
獣
道 

二
人
し
て
陽
だ
ま
り
を
行
く
梅
の
道 

 

爽
風 

桜
井 

陵
南 

宮
本 

紫
峰 

巽 野
一 

宮
本 

巽 紫
峰 

野
一 

宮
本 

爽
風 

 

平成29年9月25日「南禅寺 菊水」にて 

同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 



第
百
八
十
八
回 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日(

月) 
兼
題 
「
菊
」「
蝉
」「
門
」「
旅
」 

句
座 
「
南
禅
寺 

菊
水
」
京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
福
地
町 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

   

追
記 

昨
年
の
二
月
、同
好
会
の
長
老 

三
木
一
義 

会
員（
元

京
都
府
電
気
工
事
工
業
組
合 

専
務
理
事
）が
逝
か
れ
た
。

俳
号
は
「
窓
外
」
と
称
さ
れ
た
。 

吟
行
や
句
座
で
は
辛
口
の
論
評
が
飛
び
出
し
、
そ
れ

を
聞
く
の
が
私
の
密
か
な
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。 

窓
外
作
「
人
去
る
も
動
か
ぬ
二
人
朧
月
」
や    

「
花
篝
光
芒
闇
を
深
く
せ
り
」
な
ど
は
色
気
が
あ
り

大
好
き
な
句
で
あ
る
。
一
方
で
「
大
あ
く
び
窓
に    

映
り
し
夜
長
面
」
は
ま
た
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
句
で

は
な
い
か
。
私
の
今
号
掲
載
の
句
「
辛
口
の
先
輩     

逝
き
て
初
句
会
」
は
窓
外
先
輩
を
偲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

も
う
一
句
窓
外
作
「
政
局
は
い
か
に
と
枝
豆    

追
加
せ
り
」。
今
は
天
国
で
枝
豆
と
お
酒
を
楽
し
み
な

が
ら
、
下
界
の
句
会
に
辛
口
の
論
評
を
加
え
て
頂
い
て 

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

山
科 

爽
風 

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正 

会 

員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

㈱
昭
和
電
工
社 

 
 
 

進
藤 

久
和 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

  
 

投 
 

句 

巽 
 

信
吾
（
元 

職
員
） 

桜
井 

舞
子
（
元 

職
員
） 

✧･･･

最
多
得
票
句
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

✧ 

        

✧ 

  

菊
の
香
を
移
し
苔
む
す
石
畳 

盗
み
聴
く
鈴
虫
た
ち
の
一
門
会 

旅
支
度
宵
か
ら
手
間
を
家
の
神 

無
住
寺
か
ぼ
そ
き
秋
桜
迎
え
お
り 

南
禅
寺
末
広
が
り
の
秋
句
会 

ふ
る
さ
と
の
畦
道
染
め
る
彼
岸
花 

門
を
開
け
夜
露
に
光
る
く
も
糸 

地
蔵
さ
ん
孫
と
一
緒
に
野
菊
活
け 

パ
ン
フ
見
て
尾
瀬
の
涼
風
盗
み
お
り 

コ
ス
プ
レ
を
ネ
ッ
ト
で
探
す
秋
祭
り 

踏
み
か
け
て
そ
っ
と
手
に
取
る
蝉
の
殻 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ー
ジ
ー
エ
ム
は
虫
の
声 

 

紫
峰 

桜
井 

野
一 

爽
風 

陵
南 

巽 宮
本 

巽 爽
風 

進
藤 

巽 進
藤 

 

           

命
あ
る
限
り
尽
く
さ
ん
蝉
時
雨 

旅
路
に
て
秋
刀
魚
の
け
む
り
霞
む
里 

門
札
を
お
お
い
か
く
し
て
し
だ
れ
萩 

絶
景
の
三
門
つ
つ
む
青
紅
葉 

南
天
の
枝
に
は
つ
く
蝉
の
殻 

枚
パ
ー
お
さ
な
思
い
出
菊
人
形 

あ
り
し
日
の
父
母
に
供
え
る
菊
の
花 

塩
飴
を
リ
ュ
ッ
ク
に
つ
め
て
夏
の
旅 

旅
を
す
る
枯
葉
一
枚
ボ
ン
ネ
ッ
ト 

門
灯
の
消
え
て
く
っ
き
り
星
月
夜 

朝
市
の
花
屋
に
菊
の
勢
揃
い 

紫
峰 

桜
井 

陵
南 

巽 宮
本 

野
一 

進
藤 

巽 宮
本 

陵
南 

爽
風 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

コ
ス
モ
ス 



俳
句
同
好
会 

 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

一
般
社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を

重
ね
て
、第
百
九
十
一
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
九
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                      

第
百
八
十
九
回 

平
成
三
十
年
一
月
二
十
九
日(

月) 

兼
題 

「
松
の
内
」「
寒
波
」「
節
分
」「
三
が
日
」 

句
座 

「
喜
久
屋 

駒
井
」
京
都
市
東
山
区
川
端
通
松
原
上
る 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

  
 

妻
癒
え
よ
願
い
を
こ
め
て
豆
を
撒
く 

 

陵
南 

✧ 

節
分
に
福
願
う
こ
と
百
万
遍 

 

桜
井 

三
が
日
俳
句
三
昧
過
ご
し
け
り 

 

陵
南 

✧ 

節
分
の
豆
あ
て
に
し
て
酔
ひ
に
け
り 

 

野
一 

✧ 

故
郷
の
な
ま
り
懐
か
し
三
が
日 

 

桜
井 

✧ 

料
亭
に
負
け
じ
劣
ら
じ
妻
の
節 

 

爽
風 

三
が
日
過
ぎ
し
静
け
さ
戻
る
居
間 

 

野
一 

✧ 

節
分
の
お
ば
け
で
学
ぶ
流
り
か
な 

 

進
藤 

✧ 

寒
波
来
し
頭
沁
み
ゐ
る
帽
子
付
け 

 

野
一 

✧ 

寒
波
を
も
何
す
る
も
の
ぞ
受
験
生 

 

巽 

✧ 

松
の
内
師
走
以
上
の
せ
わ
し
な
さ 

 

進
藤 

 

節
分
は
老
い
も
若
き
も
ま
る
か
じ
り 

 
巽 

 

   
 

そ
ろ
そ
ろ
と
寒
波
の
朝
に
扉
開
け 

 

紫
峰 

 
 

✧ 

ひ
さ
び
さ
に
娘
の
酌
で
雑
煮
か
な 

 

爽
風 

✧ 

熱
燗
に
浸
り
し
笑
顔
三
が
日 

 

紫
峰 

   

第
百
九
十
回 

平
成
三
十
年
七
月
二
日(

月) 

兼
題 

「
雪
解
け
」「
新
人
」「
新
緑
」「
蝸
牛
」 

句
座 

「
佳
久
」
京
都
市
中
京
区
押
小
路
通
柳
馬
場
西
入 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

 

 

凛
と
し
て
バ
ス
待
つ
君
に
さ
く
ら
舞
う  

山
本 

 

五
月
晴
緑
ト
ン
ネ
ル
加
茂
の
道 

 

紫
峰 

 

桜
よ
り
淡
き
頬
紅
初
化
粧 

 
 

山
本 

✧ 

新
緑
の
香
り
に
覆
わ
れ
渓
釣
り
師 

 

野
一 

✧ 

か
た
つ
む
り
夕
立
去
り
の
し
の
し
と 

 

山
本 

✧ 

悠
然
と
何
も
気
に
せ
ぬ
蝸
牛 

 

紫
峰 

 

葉
一
枚
に
濡
れ
あ
と
左
右
蝸
牛 

 

野
一 

平成30年11月26日 第191回例会 

平成30年7月2日 第190回例会 

同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 



額
彩
で
出
せ
ぬ
新
緑
目
を
休
む 

 

陵
南 

✧ 
日
に
解
け
て
母
な
る
海
へ
旅
立
ち
ぬ 

 

山
本 

 

日
向
ぼ
こ
気
付
け
ば
わ
れ
も
猫
背
な
り  

陵
南 

 

雨
あ
が
り
い
ず
こ
に
向
う
蝸
牛 

 

巽 

 

梅
雨
蹴
っ
て
西
野
ジ
ャ
パ
ン
が
猛
暑
呼
び 

爽
風 

 

新
人
の
賞
味
期
限
や
夏
近
し 

 

進
藤 

 

庭
石
や
雨
に
あ
ら
わ
れ
蝸
牛 

 
進
藤 

 

新
人
と
偽
わ
り
挨
拶
４
月
バ
カ 

 

宮
本 

   

第
百
九
十
一
回 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日(

月) 

兼
題 

「
猛
暑
」「
災
害
」「
秋
空
」「
収
穫
」 

句
座 

「
田
ご
と 

本
店
」
京
都
市
下
京
区
四
条
通
河
原
町
西
入 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

 

 

茜
空
山
の
錦
と
競
り
け
り 

 
 

山
本 

 

エ
ア
コ
ン
も
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
る
猛
暑
か
な 

進
藤 

 

コ
ン
バ
イ
ン
塵
舞
い
上
が
り
秋
空
へ 

 

野
一 

 

蝉
し
ぐ
れ
傘
さ
す
乙
女
濡
ら
す
け
り 

 

山
本 

 

朱
黄
色
絵
画
連
ね
し
東
山 

 
 

紫
峰 

 

蒼
い
空
澄
み
き
っ
た
空
秋
の
空 

 

野
一 

 

猛
暑
日
は
図
書
館
行
っ
て
涼
を
と
る 

 

信
吾 

✦ 

暑
す
ぎ
て
児
童

こ

等ら

の
歓
声

こ

え

無
き
地
蔵
盆  

爽
風 

 

電
気
コ
ン
ロ
ま
っ
か
に
な
っ
て
栗
を
焼
き 

佐
伯 

 

街
路
樹
枝
を
お
と
さ
れ
秋
日
さ
す 

 

佐
伯 

 

秋
空
に
黒
一
点
の
ト
ン
ビ
か
な 

 

宮
本 

 

災
害
に
時
間
を
取
ら
れ
て
年
の
瀬
や 

 

宮
本 

 
災
害
の
つ
め
あ
と
深
き
秋
の
山 

 

進
藤 

石
畳
そ
っ
と
積
り
し
紅
天
使 

 

紫
峰 

 

今
夕
は
庭
の
茗
荷
の
収
穫
祭 

 

爽
風 

 

美
酒
佳
肴
友
と
語
ら
う
夜
長
か
な 

 

信
吾 

 

✧･･･

各
回
の
最
多
得
票
句
を
示
し
て
い
ま
す
。 

✦･･･

満
票
を
示
し
て
い
ま
す
。 

  

追
記 

俳
句
同
好
会
の
超
ベ
テ
ラ
ン
会
員
で
あ
る
石
崎
一
郎

(

俳
号
・
陵
南)

さ
ん
か
ら
嬉
し
い
は
が
き
を
受
け
取
っ

た
。「
こ
の
句
会
発
足
第
一
回
目
か
ら
の
生
き
残
り
は
私

一
人
と
な
り
、
満
九
十
二
歳
を
無
事
過
ぎ
て
体
力
的
に

か
な
り
衰
え
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
残
っ
た
の
は
俳
句

で
す
。
本
を
買
い
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
の
俳
句
番
組
を
見

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
投
句
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
。」

俳
句
を
一
生
の
友
と
し
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
り
、
世
代

を
超
え
て
の
心
の
交
流
が
あ
る
。
こ
の
同
好
会
の
醍
醐

味
で
も
あ
る
。 

昨
年
か
ら
北
陵
電
工
の
山
本
氏
が
加
わ
り
賑
や
か
さ

が
戻
っ
て
き
た
。
そ
の
上
、
舞
鶴
か
ら
も
新
会
員
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
益
々
楽
し
い
吟
行
、
句
会
を
続
け
て

ゆ
こ
う
と
思
う
。 

山
科 

爽
風 

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正 

会 

員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

㈱
昭
和
電
工
社 

 
 
 

進
藤 

久
和 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

北
陵
電
工
㈱ 

 
 
 
 

山
本 

利
廣 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

 
 
 
 
 
 
 

巽 
 

信
吾 

（
投 

句
）
事
務
局 

元
職
員 

 

桜
井 

舞
子 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 


